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教諭 髙山 千佳子

場所

４年１組教室

単元名 表現を楽しもう

単元の目標

○言葉の楽しさを味わいながら，語彙を増やしていく。

○自分の思いを言葉にして表現することができる。

〔コミュニケーション６―（３），（５）言語の形成と活用に関すること，状況に応じたコミュニケーションに関す

ること〕

単元について

本単元のねらいは，自分の思いや気持ちを言葉にして表現できることである。そのために，語彙を増や

す言葉遊びを取り入れながら，表現方法の一つとして，基本的な文型を指導していく。また，ソーシャル

スキルの指導とも関連させることで，相手の気持ちを読み取り，自分の思いを伝えるという日常のコミュ

ニケーションに生かしていくことができると考えられる。

自信を持って表現する力を育てるために身に付けさせたい力

・思ったこと，感じたこと，話したこと，その時の気持ちなどを適切に表現できる力

児童の実態

＜略＞

教師の思いや願い

自分の思いや気持ちを相手に伝えるためには，適切に言い

表す言葉を知っていることが前提になると考える。そこで，

毎時間の言葉遊びを通して語彙を増やし，楽しみながら会話

や作文の中で使える言葉を身に付けさせたい。（視点２）

さらにその上で，自分の思いや気持ちを相手に伝えるため

に次のような手だてを考えた。

１）表現の技能を身に付けるための指導の工夫

①基本的な文型を身に付けるためにスモールステップを

取り入れた指導計画を立てる。

②児童が話したことを吹き出しに書き，それを基に整理し

ながら，文を作り上げ，それをモデルとする。

③文の構成を色別にしたカードを使い，モデルを提示し，

視覚的にも分かりやすく文型を捉えられるようにする。

※通常学級で扱うモデル文と捉える。

④モデルと同様に色分けしたノートを作成し，文の構成を

意識しながら書き写せるようにする。

⑤ノートや掲示物で，前時までの授業の積み重ねが児童自

身に分かるようにする。

２）表現したいという意欲を持たせるための指導の工夫

①授業の流れ，ノート，掲示物などのパターン化を図る。

②表現したいという意欲を高められるような環境（児童の

経験を想起しやすい環境）を整備する。

③表現しやすい場を設定する。（児童の言葉を一緒に整理

し文に仕上げていく板書の工夫）

④表現力の成果を発表できる場を設定する。（集団の中で

表現力を発揮し，成就感を持たせる）

単元の構想と展開にあたって

言葉遊びと表現指導を組み合わせたＳｔｅｐ１～５を計画。詳しくは別紙（表現指導計画）を参照。



※実際の授業はこの後，児童が自分で選ぶ活動（お楽しみタイム），振り返り，あいさつ と続きます。

本時の提案

①言葉遊びを楽しみながら，日常の会話や作文の中で使える語彙を増やすことができるようにする。

②会話文を入れて，自分の気持ちを詳しく表現できるようにする。

本時のねらい （本時：Step３ ３／５）

◎気持ちを表す言葉や会話文を使って，自分の気持ちを詳しく表すことができる。

・ＳＳＴのカードを使いながら言葉遊びを楽しみ，表現に生かすことができる。

※実際の授業では，この前に あいさつ，今日の学習予定の確認をします。

段階 学習活動 ・指導上の留意点 ◇主な指示や発問 評評価

導
入
（
７
分
）

展
開

（

分
）

ま
と
め
（
８
分
）

１．「どんな気持ちかな？」

・表情カードを見ながら，気持ちを

言葉で答える。

・カードの絵がどんな言葉を言ってい

るか考える。

２．「気持ちをくわしく表してみよう」

１）これまでに児童が書いてきた文

を音読する。

２）写真を見て，その様子について話す。

・話したこと

・そのときの気持ち

３）できあがった文を音読し，前の文と

比べる。

４）できあがった文をノートに視写す

る。

５）書いた文を音読する。

６）今日の作文への取り組みを振り返

る。

◇この人は今どんな気持ちでしょうか。

・まず児童にとって分かりやすいうれしい気持ちを取り上げる。眉

や目，口の形に着目することによって，表情が読み取れることを

伝え，次の表情の読み取りにもつながるようにする。

・本児童が気付きにくい表情（困った）も取り上げることによって，

友達とのコミュニケーションにも生かしていけるようにする。

・児童がカードのような表情になるときはどんなときか，どんなこ

とを話すかなども体験を想起させ，話しながら進める。

語彙を増やすための言語活動の工夫：言葉遊び【提案①】

・これまでに書きためてきたものを読むことで，「こんなに書けた，

今日も頑張ろう」という意欲付けにする。事前の作文を使い，内

容を膨らませていくことで，自分の作文の変化が児童自身に見え

るようにする。

◇気持ちが伝わるように表現してみましょう。

・児童自身が活動したときの写真を基に，口頭で話をし，それを教

師が吹き出しに書き留める。

・それを基に，ホワイトボード上にカードを並べ文を構成していく。

会話，気持ちを表す言葉，さらに様子を詳しく表すために動きな

どを聞き出し，提示する。例えなども本児から出れば取り上げる。

評気持ちを会話文で表現しているか。

会話文を入れて，自分の気持ちを詳しく表現できるようにする

【提案②】

※書き方のモデル：特別支援部では児童から引き出した言葉を文章化

したもの＝モデルと捉えたい。

◇できあがった文を読んでみましょう。

・前の文と比べるために読む。文の違いを感じ取れるようにする。

・ホワイトボードに並べたカードを見ながらノートに書く。

評気持ちや会話を入れて詳しく表現することができたか。

・視覚的に文のよさに気付けるようにする。

・文字のまちがいは，それに気付いたことを認め，次時につなげる

ようにする。

・５段階（顔文字で示したもの）で自己評価する。

・なぜその評価をつけたのか簡単に話を聞き，ノートに児童の言葉

をメモしておく。教師のコメントも書き込むようにする。

本
時
の

評
価

・気持ちを表す言葉や会話文を使って，自分の気持ちを表現していたか。

・言葉遊びを楽しみ，表現に生かしていたか。

自分の気持ちをくわしく表してみよう

1 5

うれしい気持ち，悲しい気持ち，

不安な気持ち（困った気持ち）


